
（京都府委託事業）

2010 年度 京都レッツラーン大学校設立準備委員会

エレクトロニクス技術者実力向上コース

試行講座「CMOS アナログ回路（1）」

講座の目的

3 つの増幅回路（ソース接地・ドレイン接地・ゲート接地）

のなかから指定された特性に合う回路を、手計算で予想を立

て、シミュレーターを用いて設計できる。
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はじめに

この講座が目指しているもの

わが国は科学技術の振興によって戦後の荒廃した国土から奇跡のように復興し，世界の

科学技術の先端を走る分野が数多く生まれました．しかし現在その活力が失われつつあり

ます．それは新興国の活力が勝っているからという理由だけではありません．スポーツや

芸術分野では若い人々が世界的に活躍していますが，それは個人を中心としてごく少数の

専門家と広い範囲のファンによって支えられています．それにたいして戦後に成功したエ

レクトロニクス，自動車，家庭電化製品などはいずれも大企業に成長し，生産ラインも合

理化されて品質の向上とコストダウンに成功して市民生活に深く浸透しました．しかしそ

の半面，大企業の組織のなかで個人の新しいアイディアが活かされることも少なくなり，

労働力の安い海外へと進出して，わが国の経済発展や雇用促進に寄与しなくなっています．

このような産業構造にも変化の兆しもみられるようになっています．従来の大量生産体

制に代わって，ネットワークの進展に伴って中小企業や個人企業のコラボレーションの中

から市民の個人的な嗜好やニーズに対応できる新しい商品が生まれつつあります．このよ

うな少量多品種のニーズに応えられるのは，エレクトロニクスの進歩によるところが大き

いです．しかも技術そのものも変化が激しく，多様ですので自分たち少人数で学習するこ

とは欠かせません．そのようなニーズに対応できるのが，これから経験する少人数の協調

学習です．現在の学校や大学は「教えられることを教えている」状況で，教えることにま

すます親切になっていますが，このような環境からはバイタリティのある学びは生まれま

せん．この環境を脱却して，最先端技術を自分たちで学習する意気込みが大切です．中小

企業で学ぶ機会が少ない人，教育費の高騰で正規の教育機関で学べない人，運悪く失業や

生活保護を受けている等の人たちの間にも優秀な人材は多くいますから，そのような人た

ちが次世代の科学技術を再興することも十分に期待できます．以上のような意味からもこ

の講座を設計するにあたっては，つぎのようなイメージ図でスタートしました．
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